
（中 14）鹿児島市立武中学校  

令和７年８月２８日  

令和７年度 学校評価 自己評価書（１学期） 

 

１ 学校経営の重点 

①  自立的学習者の育成（非認知能力向上プロジェクト）（学習の自立） 

②  規範意識の高揚と集団としての規律の確立、自己指導能力と自己有用感を高める取組の推進（生

活の自立） 

  ③  生涯にわたり、スポーツに親しみ、心身の健康の保持増進を図っていく態度の育成 

  ④  人権を尊重し、困難にも諦めずに取り組む心や自他を大切にする心を育む指導 

  ⑤  社会的・職業的自立に向け、様々な役割や進路について考えさせる指導の充実（社会の自立） 

  ⑥  信頼される教職員・学校をめざした取組及び業務・職場環境改善の推進 

  ⑦  学校運営協議会を中心に据えた地域とともにある学校づくりと鶴岡第二中（兄弟校）との交 

    流をとおした地域を誇りに思う教育の推進      
 

２ 課題と改善策         ※ 評価は職員による４段階評価の平均 

 評価項目 評価 状況及び改善の方向 

 

重

点 

① 

１ 「確かな学力」の定着に向け 

た授業改善，主体的学習態度を

育む指導に取り組んでいる。 

 

２ 教育の情報化に取り組み， 

ICT を効果的，効率的に活用して

いる。 

 

２．８ 

 

 

 

２．７ 

・ 鹿児島市の授業４pointを意識した授業実践を行う。 

 

 

・ タブレット端末の故障や破損があるため正しい使い方など

基本的なことを再度徹底する必要がある。 

 

重

点 

② 

 

 

 

１ 時や場所を考えて適切に判 

断し，行動できる力を育ててい 

る。 

 

２ 自己有用感を高めるために生

徒の良さを認めたり，相談にのっ

たりしている。 

 

2.７ 

 

 

３.０ 

  

 

・ 学級専門部員が授業開始２分前着席を呼び掛けるなど 

 生徒会が主体となった活動を続けている。２学期も生徒会

と一緒になって取り組んでいく。 

 

・ 不登校生徒には，学習支援員紹介や SSWとの連携を行な 

ったり，市及び県の SC との面談を勧めたりしている。生徒の

良さを保護者にも積極的に伝え，協力して自己有用感を育て

たい。 

重

点 

③ 

１ 安全意識を高め感染症対策 

も含めて心身の健康を育む指導

に取り組んでいる。 

 

２．９ 

 

・ 感染対策として手洗い等を励行すると同時に休み時間等

には窓を開閉し、換気を徹底したい。 

重

点 

④ 

 

１  自他を大切にし ，困難に  

もあきらめない心の育成に取り組

んでいる。 

 

 

2.９ 

 

 

・ 人権意識を高める設営等を実践すると同時に，困難な場

面等に直面した際の心の持ち方等について学校の教育活動

全般を通して指導していきたい。 

 

重

点 

⑤ 

１ 一人一人の進路目標に応じ 

た指導に取り組んでいる。 

 

 

２．７ 

 

・ 履修すべき内容は計画通り学習できている。 

・ キャリアパスポートの活用を今年度も計画的に進めていき 

 たい。 



 

重

点 

⑥ 

 

 

１ 教職員としての自覚と責務 

をもち，日々の教育活動に取り組

んでいる。 

 

２  教職員個々の業務改善の 

取組である，「1Try」は実践してい

る。 

 

3.１ 

  

 

２．９ 

 

 ・ 学力向上に向けて，研究授業での協議や学力検査分析 

を生かした指導を充実させていく。 

 

・ 勤務時間外勤務４５時間以内は７割以上の職員が達成し 

ている。時間外勤務が多くなる時期があったため、計画的に

業務を進めていきたい。 

 

 

重

点 

⑦ 

 

 

 

１ 地域の特色や人材・施設を 

生かした教育活動を行ってい 

る。 

 

 

 

2.５ 

 

 

 

 

 

・ 職場体験学習を実施し，生徒は３日間地域の事業所で学 

 ぶことができた。 

・ 地域行事では，地域の夏祭りや行事にボランティアとして 

生徒が活躍している。 

 

 

３ ２学期に向けての取組 

（１） 体育大会や文化祭等の学校行事では，生徒の自己有用感，自己指導能力向上させるために，生徒会が

主体となって活動できる場面を作りながら，生徒の長所を伸ばせるよう取り組んでいきたい。 

（２） 生活習慣の向上に向けては，生徒会が主体となり，教職員と力を合わせて取り組んでいきたい。 

（３） 学力向上に向けて，研究授業や学力検査分析を生かした指導を工夫するとともに，タブレット端末の活用

を充実させ，家庭学習マイゴールチャレンジを意識した指導に取り組みたい。また，進路目標を具体的に

設定させることにより，学習意欲の喚起を図りたい 


